
被爆 75周年被爆二世シンポジウム

被爆二世運動の使命と展望

今年は、原爆投下、日本の敗戦から、75周年を迎えます。原爆投下によつて
生み出された被爆二世は、原爆放射線の遺伝的影響を否定できない核の被害者

として生きてきました。そして、全国被爆二世団体連絡協議会の活動は、国内

では「原爆被爆二世の援護を求める集団訴訟」をたたかい、国連人権理事会で

自らの人権保障と核廃絶を訴えたことを契機に、被爆者が高齢化していく中、

国際社会では、自らの体験を踏まえ、将来世代を含む核被害者の人権確立と核

廃絶を訴えるに至っています。被爆 75周年を迎える今、被爆二世運動の使命
について考え、今後の展望を切り開く一歩としたいと考えています。

多くの市民の皆さんの参加を呼びかけます。

同時 :2020年 7月 18日 (土)14時 ～ 15時 20分

場所 :長崎原爆資料館ホール (限定 90人 )

パネリスト

丸尾育朗さん (長崎県被爆二世の会・会長)

「 被爆二世として生きて 一 被爆二世問題とは何か 」
崎山 昇さん (全国被爆二世団体連絡協議会・会長)
「 将来世代を含む核被害者の人権確立と核廃絶をめざして 」
平野伸人さん (全国被爆二世団体連絡協議会・特別顧問)
「 被爆二世運動の使命と展望 」

主催 :全国被爆二世団体連絡協議会

長崎県被爆二世の会

連絡先 :長崎県被爆二世の会

事務局長 崎山昇
090-2519-2066
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被爆 75周年被爆二世シンポジウム・パー ト2

被爆二世集団訴訟の意義と展望

今年は、原爆投下、日本の敗戦から、75周年を迎えます。原爆投下によつて
生み出された被爆二世は、原爆放射線の遺伝的影響を否定できない核の被害者

として生きてきました。そして、全国被爆二世団体連絡協議会の活動は、国内

では「原爆被爆二世の援護を求める集団訴訟」をたたかい、国連人権理事会で

自らの人権保障と核廃絶を訴えたことを契機に、被爆者が高齢化していく中、

国際社会では、自らの体験を踏まえ、将来世代を含む核被害者の人権確立と核

廃絶を訴えるに至っています。被爆 75周年を迎える今、被爆二世集団訴訟の

意義について考え、今後の展望を切り開く一歩としたいと考えています。

多くの市民の皆さんの参加を呼びかけます。

日時 :2020年 8月 8日 (土)10時 ～ 11時 30分

場所 :長崎県勤労福社会館 4階第 2・ 3中会議室 (限定 60人 )

パネリスト

丸尾育朗さん (長崎県被爆二世の会・会長)

「 長崎県被爆二世の会の取り組み 」
崎山 昇さん (全国被爆二世団体連絡協議会・会長)
「 被爆二世運動と行政の対応の経過 」
中鋪美香弁護士 (被爆二世集団訴訟弁護団)

「 被爆二世集団訴訟の意義と展望 」

主催 :全国被爆二世団体連絡協議会

長崎県被爆二世の会

連絡先 :長崎県被爆二世の会

事務局長 崎山昇
090-2519-2066
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被爆二世として生きて 長崎 丸尾育朗
皆さん今日は、私の名前は丸尾育朗です。
1947年 10月 18日。敗戦後 2年目に生まれました。
私の母は、爆心地より4, 5キロ、24歳の時、長崎市大浦川上町で被爆し
た被爆者です。爆心地付近に知人宅があり、安否確認のために、翌朝出かけま
したが、宝町を過ぎたところで、瓦礫に阻まれ進む事が出来ず、被爆 10日後
に入つたそうです。そのため、被爆者手帳には、 1号、 2号被ばくと記入され
ています。しかし、家屋は跡形もなく、全てが消え失せていたため、すぐそこ
から帰つたそうです。

私は、小学校入学前に、大浦川上町から坂本町に転宅、爆心地近くの山里小
学校に入学しました。被爆当時 1600名 の生徒の内、 1300名 が原爆で殺
された被爆校でした。運動場の周りの崖にはたくさんの防空壕があり、そこで
沢山の子供たちが亡くなったそうですが、他所から移って来た私は何も知らず
によく壕に入つて皆と遊んでいました。また、近くには鉄道が走り、授業中、
けたたましい汽笛の音と急ブレーキの為次々に前の車両にぶつかる音が響いて
いました。被爆者の人たちが、列車に飛込み自殺を図つたための急ブレーキだ
つたと、大人になって知りました。山里小には、新設の坂本小に移るまでの3
年間だけでしたが、ぁの子らの歌を聞けぱ胸にじんときます。
坂本町に移つた事で、沢山の被爆者を目にしました。一番不思議に思つたの
は、昨日まで元気で話しをした近所のおばさんが、急に倒れて、雨戸の戸板に
乗せられて下つていったら、翌日は遺体で帰って来ました。何でこんなに簡単
に亡くなるんだろうという事でした。

私は、小・中・高ともすべて浦土地区の学校に通いました。浦上天主堂にも
毎週日曜日ミサにあずかっていました。就職先も長崎になりました。被爆地の
中心で生活していたので、改めて被爆者とか被爆二世とかを考える事がありま
せんでした。

私は高校 1年生の時、貧血症に罹り半年近く通院しました。学校の行き帰り、
日の前が真っ白になり立ってぃられず、症状が落ち着くまで歩道や石段に腰か
け回復を待つことがたびたびぁりましたが、母の被爆と結びつけることはあり
ませんでした。

私が「被爆二世」という言葉を知ったのは、職場に入り、たまたま組合の役
員になり、被爆協という組織をしり、新聞などで被爆二世が自血病で亡くなっ
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ている事を知ってからです。その頃初めて、被爆二世にも影響があるのではな
いかと聞いたのですが、当時30代で、まだ自分は大丈夫としか思つていませ
んでした。

ただ、核兵器廃絶のために、被爆者運動は必要だとは思つていました。
長崎平和推進協会には、継承部会があり、被爆者が、語り部活動を行つてい

ましたが、その後継者をつくろうという呼びかけがあり、若年被爆者や被爆二

世の人たち約 20名が集まり、1996年 4月 27日 、継承部会後継者班を結
成し、私がその時のリーダーということになりました。

被爆体験の継承と、被爆遺構の案内などについての学習を行っていましたが、
当時の被爆者は60代で元気でした。被爆者から出た言葉は、「二世にこの苦し
みは分からない」ということでした。学習活動は続けていましたが、どう継承
するかの論議は、当時の被爆者の壁に阻まれて、数年で活動は体上しました。
一方で私たちの職場は、被爆者の高齢化の中で、 1997年 12月 18日 、
被爆者協議会と二世協議会、二つの組織が統合し、被爆者・二世協議会として
再出発しました。

98年 2月 17日 、第 1回 目の学習会を、NBCの関口さんを講師に「被爆
地長崎の役割」という事で行いました。その中で、「肉親の声を自宅で聞く」事
の必要性を提起していただきました。

そこで私たちは、職場で、被爆二世として、被爆の継承について論議し、親
の体験をまず聞いてみようという取り組みを進めました。その報告は、「風化に
抗して」第 4集として発行しました。
取り組むにあたって、大きな壁にぶつかりました。他の被爆者の話は聞ける
のに、親に聞くことが出来ない、親を責める事になるのではないかという事で
した。親は被爆二世である自分の子供の、健康を大変気にしていて、子供が病
気をしたら、自分が被爆者だからではないか、子は、自分の病気は親が被爆し
たからではないか、だから被爆のことは自分の子には話したくない、聞けない、
というものでした。

私は、2000年 12月 に54才の従姉をクモ膜下出血で、2001年 4月
に職場の同僚で、51才の女性をガンで、相次いで亡くしました。二人とも被
爆二世でした。

その同僚の親にも間き取りをしましたが、私たちの不安が現実のものとなり
ました。そのお母さんは胎内被曝の長女をガンで亡くし、二女は乳癌、だから
子供には話したくなくてだまって来た。しかし、今回は伝えることも必要とい
うことでやっと話さなくてはと取材を了解したという事でしたが、同僚は取材
の 1週間後の検査でガンと分かりすぐ入院、一年近くの闘病生活の末、亡くな
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りました。

2012年 8月 には、私と同期で、被爆二世の64才の男性が膵臓ガンで亡
くなりました。その膵臓ガンでは、被爆者である私の従兄と、母が亡くなって

います。

ところが、私自身が、2018年膵臓ガンの手術を受ける事となりました。
2016年 の秋頃から体重が2キロ減少。 2017年 12月 2日 に発熱と脇
腹の痛さで、血液検査を受けました。結果は膵臓関連の数値が少し高いが、問

題ないとの事でした。しかし、母や、友人のことがあり、無理に精密検査をお

願いし、 3回の検査を受け「膵臓ガン」を発見。手術前の2回 と合わせ半年の

間に5回のCT,MR検 査を受けましたが、異例だつたそうです。
2018年 6月 25日手術、早期発見のためレベル2B、 膵臓 3分の2と膵
臓全摘で手術は成功、抗ガン剤も何の症状も出ず、私は生き残ることが出来ま

した。

しかし、2019年 9月 26日 、57才の男性で、胃ガンの後、脳腫瘍を発
症した友人。 10月 24日 、同じ57才の男性で心筋梗塞。被爆二世で、共に
活動して来た仲間二人を失いました。

現在も身近に、自宅治療中の被爆二世だけでも。 3人の友人がいます。被爆
者に多重ガンが多いと言われますが、その人達も複数のガンをもつて治療中で

す。

原爆放射線の影響が被爆者だけでなく、被爆二世にも及ぶと考えざるを得な
い状態は、被爆 75年を経た今日なお続いています。
原爆は日本が起こした戦争の結果投下されました。責任は国にあります。私

たち被爆二世は戦後の生まれです。しかし自らの命と引き換えに戦争責任を負

わされ続けています。

また、原爆は、アメリカが投下しました。原爆は自然を含むすべての物を消

し去り、筆舌に尽くせない残虐な死を一般市民に与え、被爆者に、生命ある限

り続く苦しみを与えました。更に、世代を超えて子や孫にも影響を与え続けて
います。

しかし、被爆者は、その責任のみを問う事をしませんでした。あまりにも悲

惨な、酷い体験を世界の誰にも体験させてはならないと、自分たちのケロイド

を人前にさらし、体験を話し、核兵器は絶対あつてはならない。戦争は絶対に

してはならないと訴え続けてきました。

私は、2015年 7月 に開催された長崎市の原爆展を見学に行きました。そ
の時に、伊藤市長が国際司法裁判所で掲げた、黒焦げの少年の写真が大きく拡

大されて展示されており、二人の婦人が被爆者の方と話されているのを見かけ
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ました。後日その事が新聞に報道され、その後の調査で少年の名前が判明し、

その時の二人が妹さんだったことを知りました。お二人とそのご家族は、被爆

後 70年目にして肉親がどこで最期を迎えたのかを知り、やつと、過去の戦争
の区切りをつけられたのではと思います。

被爆者はその区切りがまだ終わつていません。核兵器が全廃され、しかも、

戦争が世界から無くなる日を迎える日が区切りです。私達被爆二世は、「核も戦

争もない世界」を訴えて来た被爆者の思いを引き継ぎ、自分自身の体験も踏ま

えて、核兵器が廃絶されるまで訴え続けて行かなければならないと思つていま

す。私たち被爆二世も死ぬまで被爆二世です。

こ
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被爆 2世 運動の使命 と展望
日 (土 )

連 絡 協 議 会 特 別 顧 問

1, 1ま じめ に

2,被 爆 2世 運 動 の 使 命

① 継 承  ② 援 護  ③ 核 廃 絶 運 動  ④ さ ら に未 来 ヘ

① 継 承

被爆 75年 を迎 えて、被爆者 の数 も高齢化 によ り減少の一途 をた どり、現在では
145, 844人 にまで減少 してきてい る。 (厚 労省統計 ;平成 30年 度末現在 )。
被爆者 の平均年齢 も 82.65才 となっている。
残 り少な くなった被爆者の被爆体験 を継承す る事は、被爆 2世運動の大きな使命
の一つであることは間違いない。 しか し、 「被 爆 者 」 の被 爆 体 験 を継 承 す る と

言 う事 は 、 単 に 1945年 8月 6日 、 9日 に あ っ た 出 来 事 の 伝 承 で あ つ
て は な らな い こ とは 自明 の こ とで あ る。 ま さに 「継 承 」 と は 、 体 験 を 語
り継 ぐ に止 ま らず 、 そ の 人 類 史 的 な 体 験 と共 に 、 反 戦 反 核 の 思 い を継 承
す る と言 うこ とだ か らだ 。

② 援 護
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③核廃絶運動

④そ して、未来ヘ

3,被 爆 2世 運動の展望はあるか ?

①被爆者運動に学ぶ

② 被 爆 2世 運 動 を 国 民 的 課 題 に

③被爆 75年 、世界の核被害者 との連帯

④ 再 び 被 爆 者 も被 爆 2世 もつ く らな い た め に

再 び 、 被 爆 者 や 被 爆 2世 を つ く らな い た め に は 、 戦 争 へ の 真 摯 な反 省
が 求 め られ る。 被 爆 者 、 被 爆 2世 問 題 の 根 本 的 解 決 を 遅 らせ て い る背 景
に は 、 国 の 戦 争 責 任 。戦 後 補 償 処 理 の あ い ま い さが る。 我 々 、全 国 2世 協
は 、 反 核 と共 に 反 戦 の 思 い を通 して 、 再 び ヒバ ク シ ャ を 作 らな い とい う

こ と を念 頭 に置 い て い か な け れ ば な らな い 。 そ して 、 自 ら を 生 ん だ
「核

兵 器 廃 絶 」 そ して 「原 爆 投 下 」 そ の も の を招 い た 「戦 争 そ の も の 」 に 対

す る 「平 和 」 へ の 取 り組 み を進 め る こ とが 「被 爆 2世 運 動 」 で あ ろ う。
被 爆 2世 運 動 の 展 望 は あ る か ?と 言 うよ り、 被 爆 2世 運 動 の 展 望 を い か
に 作 り出せ る か 、に か か つ て い る。 展 望 は あ る か な い か で は な く、 創 り出

せ る か創 り出せ な い か で は な い だ ろ うか 。 こ の シ ン ポ ジ ウ ム が そ の き つ

か け の 一 つ に な る こ とを念 じて 止 ま な い 。

数

は
　

な

か
世

の
で
　
は
な

４

世

か
　

で
な
世

２
ら

　

の
明

３

爆

明

。ヽ
い
解

爆

““知い崚赫

し
れ
と
、
３
伝
世

少
わ
る
爆
遺

２

減
言
な
被

の
爆

で
も

こ
は

へ
被

ま
と
世
で
代

。

台
人
４
計
世

い

。

人
万
世
推
後
な
い

何
０
３
の

。
か
な

４
５
爆
ら
る
行
来

１
も
被
か
ぃ
は
出

は
と

数ヽ
て
に
は

数
人
て
の
し
け
置

の
万
じ
世
測
わ
放

者

０
ま
２
推
る
を

爆
３

ｏ爆
と
す
題

被

？
い
被
か
置
問

は
な
　
い
放
の

と
た

い

絶

つ
て

廃
な
め

核

に
高

。
で
を

た
ま
質

げ

る

の

上
え
動

り
与
活

作
を

ヽ

を
響

つ

況
影

つ

状
な
び

の
き
学

日
大

に

今

に
動

ヽ
界
運

て
世
者

し

ヽ
爆

発

て
被

出

し
も

ら
と
会

か
輪
議

ｏ

口
両
協

い

ゼ

の
世
な

は
車

２
ら

動
を
国
な

運
護
全
ば

者
援

ヽ
れ

爆
者

々
け

被

爆
我
な

被

　
か

）

さ

そ
る

に

来ヽ

練

で
が

試

段
山

。

世
絃
度
、
螺

に
に
年
く

題
会
来
な

課
社

。
と

的
際

る

こ

民
国

い
る

国
と

て
め

を
判

し
諦

動
裁
と

ヽ

運

。
う

て

世
た
ろ

し

２
き
図
け

爆

て
を

ｏ

被

れ
現
う

ｒ
さ
実

ろ

ら

の
だ

原
向

オ
帯

ｏ
ち
　
ヽ
連

た
立

ル
も

し
に
ジ

と

遇
況

ラ

Ｊ

遭
状
ブ

世

に
な

ヽ
２

代
刻

国

の

時
深
韓
者

核
な

害ヽ

る
う
も
被

え

よ
世
核

言

の
２
の

も
そ
者
界

と

ヽ
爆
世

機

は
被
Ｆ

危
者
爆

。

の
害

原

る

亡
被

。
い

滅
核

た

て

類

の

つ
し

い

人
界
な
化
な

は
世
く
性
ら

界
ず
な
活
な

世
ら
ら
が
ば

ヽ
な
な
動

れ

年

み
ば
活
け

５
の
れ
ど
な

７
者

け
な

か

爆
爆
な
ダ

い

被
被

わ

ン
て

爆

か
ラ
し

）

/タ


